
痛
風
の
元
凶 

血
中
の
尿
酸
を
漢
方
薬
で
制
す

●
活
血
化
痰
利
湿
薬

        

（
か
っ
け
つ
か
た
ん
り
し
つ
や
く
）

   

血
の
巡
り
を
よ
く
し
て
水
分
代
謝
を
改
善

し
ま
す
。
大
黄
（
ダ
イ
オ
ウ
）
、
丹
参
（
タ

ン
ジ
ン
）
、
田
七
人
参
（
ダ
ン
シ
チ
ニ
ン
ジ

ン
）
、
山
慈
古
（
サ
ン
ジ
コ
）
な
ど
が
尿
酸

の
排
出
に
有
効
で
す
。
代
表
的
な
処
方
は
「

霊
田
七(

れ
い
で
ん
し
ち
）
」
で
す
。

 

漢
方
療
法
推
進
会
「
霊
田
七
」

  

五
〇
〇
粒
入
（
一
ヶ
月
分
）

                            

一
〇
、
二
九
〇
円

   

最
後
に
食
事
の
注
意
点
で
す
。

①
毎
日
。
水
や
お
茶
を
二
〇
〇
〇
ミ
リ
リ
ッ

   

ト
ル
以
上
飲
み
ま
し
ょ
う
。

②
低
プ
リ
ン
体
食
品
、
低
脂
肪
、
低
カ
ロ
リ  

   

ー
、
低
タ
ン
パ
ク
の
食
事
に
よ
り
肥
満
の

   

解
消
に
努
め
ま
し
ょ
う

③
野
菜
、
果
物
な
ど
の
ア
ル
カ
リ
性
食
品
を

   

多
く
取
り
ま
し
ょ
う
。

④
高
プ
リ
ン
体
食
品
（
動
物
性
内
臓
、
肉
類

   

の
ス
ー
プ
、
鰯
、
蛤
、
蟹
な
ど
）
は
控
え

   

ま
し
ょ
う
。

⑤
ビ
ー
ル
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

⑥
塩
分
は
一
日
六
ｇ
以
内
に
。

以
上
を
心
が
け
て
、
痛
風
を
予
防
・
治
療
に

努
め
て
下
さ
い
。

「
霊
田
七
」
な
ど
に
つ
い
て
の
ご
相
談
ご
質

問
は
店
頭
だ
け
で
な
く
、
お
電
話
で
も
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
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「
痰
湿   

血
（
た
ん
し
つ
お
け
つ
）
」
が
原
因

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
甘
い
も
の
や
太
り

や
す
い
も
の
を
食
べ
す
ぎ
た
り
、
深
酒
で
消
化

吸
収
機
能
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
と
余
分
な
水

分
や
脂
質
が
た
ま
っ
て
「
痰
湿
（
こ
の
場
合
は

尿
酸
）
」
が
生
じ
ま
す
。
痰
湿
は
血
液
中
に
も

た
ま
っ
て
血
流
を
妨
げ
「   

血
（
血
の
滞
り
）

」
と
い
う
状
態
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
痰
湿
と

   

血
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
要
素
が
相
互
に
働
き
あ

っ
て
結
晶
と
な
り
関
節
組
織
の
中
で
沈
着
す
る

と
急
性
の
炎
症
が
生
じ
て
痛
風
発
作
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。

  

痛
風
の
症
状
を
和
ら
げ
る
に
は
体
の
水
分
代

謝
を
よ
く
す
る
こ
と
で
す
。
中
国
で
よ
く
使
わ

れ
る
処
方
に
は
次
の
よ
う
な
薬
が
あ
り
ま
す
。

●
利
湿
健
脾
薬
（
り
し
つ
け
ん
ぴ
や
く
）

   

胃
腸
の
働
き
を
よ
く
し
て
水
分
代
謝
を
改
善

し
ま
す
。
こ
れ
に
用
い
ら
れ
る
生
薬
で
は
黄
耆 

（
オ
ウ
ギ
）
、
白
朮
（
ビ
ャ
ク
ジ
ュ
ツ)
、
防

己
（
ボ
ウ
イ
）
、
茯
苓
（
ブ
ク
リ
ョ
ウ
）
な
ど

が
尿
酸
の
生
成
を
抑
え
、
尿
酸
の
排
出
を
促
し

ま
す
。
代
表
的
な
処
方
は
「
防
己
黄
耆
湯
（
ぼ

う
い
お
う
ぎ
と
う
）
」
で
す
。

         

尿
酸
が
痛
風
の
元
凶

   
痛
風
は
、
体
内
の
老
廃
物
の
一
つ
で
あ

る
尿
酸
が
関
節
に
た
ま
っ
て
起
こ
る
病
気

で
す
。
通
常
、
体
内
に
で
き
る
尿
酸
は
尿

や
便
と
一
緒
に
排
泄
さ
れ
る
た
め
、
血
液

中
の
尿
酸
の
量
は
常
に
一
定
に
保
た
れ
て

い
ま
す
。
正
常
な
尿
酸
性
の
レ
ベ
ル
は
男

性
で
二
・
四
～
六
・
四m

g
／d

l

、  

女
性

で
は
一
・
六
～
五
・
二m

g
／d

l

と
さ
れ
て

い
ま
す
。

   

血
中
の
尿
酸
量
が
増
え
た
状
態
が
「
高

尿
酸
血
症
」
で
す
。
高
尿
酸
血
症
が
長
く

続
く
と
突
発
性
の
痛
風
関
節
炎
を
く
り
返

し
起
こ
す
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
尿
酸
塩

が
関
節
内
に
た
ま
っ
て
瘤
の
よ
う
な
痛
風

が
で
き
、
慢
性
関
節
炎
、
関
節
奇
形
、
腎

尿
酸
結
石
、
腎
機
能
障
害
な
ど
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。

         

漢
方
の
痛
風
対
策

   

   

痛
風
の
治
療
で
は
ま
ず
血
中
の
尿
酸
値

を
低
下
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
尿
酸
値
を
低

下
さ
せ
る
に
は
尿
酸
の
生
成
を
抑
え
る
と

と
も
に
、
排
出
を
促
進
す
る
こ
と
も
重
要

で
す
。
尿
酸
と
い
う
代
謝
老
廃
物
は
組
織

に
尿
酸
塩
と
い
う
細
か
い
結
晶
を
作
っ
て

炎
症
反
応
が
お
こ
っ
た
り
、
腎
臓
に
結
石

を
作
っ
た
り
し
ま
す
。

   

こ
の
結
晶
や
結
石
を
漢
方
的
に
み
る
と

発
作
の
起
こ
る
前
に
漢
方
で
早
め
の
対
処
を


